
 
【第３次】安曇野市教育大綱  

期間：令和５年４月１日～令和 10年３月 31日 
 
 

   
 

 

 

 

 

 

 
※「からだを動かし、頭で考え、心に感ずる」は、安曇野市堀金出身の文芸評論家・作家・教育者の      

臼井吉見さん(1905-1987)の講演「中学生諸君に望む」（1967）から 
 
 

 
 
１ 子どもを育む環境の充実と共生社会の実現 
 

安曇野の自然や地域の中で、体験・交流活動を充実させ、安心して子育てができる
環境を整えます。また、一人ひとりの個性を認め合う共生社会の実現を目指し、  
すべての子どもの権利を尊重します。 

 
２ 学校教育の充実 
 
    協働的・探究的な学びを通じて特色と魅力ある学校づくりを推進し、郷土への愛着

と誇りを持ち、自ら考え、判断し、行動する児童生徒を育みます。 
  併せて、学び続ける教職員を支援します。 

    

３ 家庭・地域との連携の推進 
 
   学校と家庭、地域が連携・協働する体制の一層の充実を図り、豊かな人間性と   

社会性を育む学びを地域ぐるみで支えます。 

 

４ 生涯を通じた学びの創出 
 
   多様化する学びの要望に応え、情報や人と人とが出会う環境を整えます。また、  

さまざまな人々が集い交流し、生涯にわたって自分らしく自ら学習活動に参加  
できる地域社会をつくります。 

 

５ スポーツを楽しむ環境の充実 
 
   幼児期からの成長の土台づくりと体力の向上に取り組みます。また、幅広い世代の   

ニーズに合わせ、スポーツに親しみ、スポーツを楽しむ環境を充実させます。 

 

６ 文化・芸術活動の推進と歴史・文化遺産の継承 
 
   伝統文化や遺産に親しみ、それを継承し、新たな文化・芸術活動の創造や交流を  

推進するとともに、安曇野らしい文化・芸術の更なる振興を図ります。 

 
＊からだを動かし、頭で考え、心に感ずる“未来を拓くたくましい 
安曇野の子ども”を育みます。 

 
＊すべての人が生涯を通じて学び合い、文化・芸術のかおり高い  
  安曇野を目指します。 


